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効　果　額
区 分

主　な　内　容効　果　額

52万8千円2,654万0千円
１．施設使用料など
の見直し歳　

　
　
　
　

入

�高齢者研修センター使用料の見直し15万8千円1,269万2千円
公共施設使用料
など

1,276万0千円水道料金

�役場独身寮入寮者負担金の見直し37万0千円108万8千円公宅料金

△ 5,123万0千円△ 1億6,578万6千円２．人件費の見直し

歳　
　
　
　
　
　
　

出

�職員の不補充
�早期勧奨退職
�特殊勤務手当の見直し
�時間外手当の抑制
�退職時特別昇給の廃止

△ 5,046万3千円△ 1億4,462万9千円職 員 給 

△ 1,512万1千円
特別職および議
会議員など

�各種委員会委員などの定員見直し△ 76万7千円△ 603万6千円各種委員

△2,986万2千円△ 1億6,800万9千円３．事務事業の見直し

�納税奨励金の廃止
�納税貯蓄組合助成金などの廃止△421万8千円△ 4,545万4千円報償費、補助金

�事務機器経費などの削減
�学校公務補業務の見直し△ 680万2千円△ 6,359万6千円委託料、使用料

�日当・宿泊料の見直し△488万9千円△ 1,557万5千円旅　　費

�施設などの維持補修費の削減△311万6千円△ 1,378万6千円維持補修費

�事務用品経費などの削減
�魚場監視業務の見直し
�庁用自動車の減車
�臨時職員の削減

△ 1,083万7千円△ 2,959万8千円そ の 他

3年間の合計 
△ 4億4,195万5千円

△ 8,162万0千円△ 3億6,033万5千円合 計

平成18年度の効果額は 8,162万0千円


